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★ 組織の概要

1) 名称及び代表者名

2）所在地

3）環境管理責任者及び連絡先

環境管理責任者 ： 山内　輝代

連絡担当者 ： 山内　輝代

TEL ： 093-964-3665

　 FAX　 ：

e-mail ： seiei9643665@wind.ocn.ne.jp

4） 事業内容

水道施設工事業・土木工事業

5） 事業規模

売上高　　　　　　　　：

資本金　　　　　　　　： 500　   　万円

設立年月日　　　　　　　：

従業員数 ： 10名

事務所床面積 ： 132.0㎥

資材置場面積　 ： 780.0㎥

6） 事業年度

6月1日～翌年5月31日

7） 認証・登録の対象範囲

対象事業者名 ： 株式会社清栄

対象組織 ： 本社、資材倉庫

対象活動 ： 水道施設工事業・土木工事業

認証登録範囲 ： 全社・全組織

1.取組の対象組織・活動

株式会社　清栄

代表取締役社長　山内　栄治

本社　　　　福岡県北九州市小倉南区横代北町1丁目14番5号

093-383-0030

2009年6月5日

361,54　万円　（令和3年度）

資材倉庫　福岡県北九州市小倉南区大字横代1826-4
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★ 基本理念

1 . 株式会社清栄は事業活動と環境配慮の両立を実現します。

2 .

3 . 地域社会と連携し、より良い社会の持続と発展のため邁進いたします。

★ 行動指針

1 .

2 .

3 .

4 . 騒音、振動、粉じんの発生抑制に努めます。

　 5 .

6 . 全社員の意識と知識の向上のための教育を推進します。

7 . 建設に関わる全ての事業活動及び日常業務を通じて、温室効果ガスの削減に邁進します。

制定：2023年　1月　1日

株式会社清栄

代表取締役　山内　栄治

2.環境経営方針

株式会社清栄は環境に関する関連法規等を遵守します。

地球温暖化防止のため、環境に配慮し脱炭素に取り組みます。

環境マネジメントシステムを標準化し、PDCA（計画-実行-確認-見直し）を実施し継続的

改善活動を行います。

地域社会とのコミュニケーションを図り、地域の環境保全に努めます。

廃棄物の削減、省エネルギー、リサイクル活動及び節水活動に取り組み、環境汚染予防に努

めます。

2



＊ 経営における課題とチャンスの明確化

＊ 環境経営方針の作成・環境管理責任者の任命等、

実施体制の構築

＊ 代表者による全体の評価と見直し、指示

＊ 環境経営目標・環境経営計画の承認

＊ 環境経営レポートの承認

＊ 環境経営システムを構築運用・維持し、状況を代表者に

報告する

＊ 外部からの苦情等の受付と必要な対応及び結果の記録

＊ 環境関連文書及び記録の作成・管理

＊ 環境経営レポートの作成（1回/年）

＊ 環境関連文書の原案作成

＊ 自部門の環境マネジメント全体の統括

＊ 自部門における環境方針の周知徹底

＊ 自部門に関する運用管理

＊ 自部門にける緊急事態への準備・対応

環境管理責任者 山 内 輝 代

3.エコアクション21　実施体制

役割 担当者 責任・権限

代 表 者 山 内 栄 治

EA21 事 務 局 総 務 部 門

工 事 部 門 山 内 雅 也

総 務 部 門 山 内 輝 代

代表者

（総括責任者）

環境管理責任者

総務部門 工事部門

EA21事務局
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※ 購入電力の二酸化炭素排出係数は九州電力の2020年度調整後排出係数　0.479kg-CO2/kWh　を使用した。

※ 化学物質は使用しないので省略する。

※ 水使用量に関しては数量の把握が困難なため「節水に努める」ことを目標とする。

ー ー 会社周辺清掃：3回／年

節水 水使用量の削減 ー ー ー 節水に努める

100% 100%

工期遅れゼロ

環境配慮

工事における苦情ゼロ

（騒音・振動）
ー ー ー 苦情のない施工を行う

工期の厳守 ー ー ー

社会貢献 会社周辺の清掃 ー

2,369
削減目標▲1％ 削減目標▲1％

産業廃棄物

再利用
産業廃棄物のリサイクル ％ 100 100 100% 100%

二酸化炭素

排出量

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 57,217 13,212

軽油使用量の削減

削減目標▲1％ 削減目標▲1％

2,345 9,615 9,519 9,424

削減目標▲0.5％ 削減目標▲0.5％

2,551 11,731 11,672 11,614

削減目標▲0.5％ 削減目標▲0.5％

2,264 8,812 8,724 8,637

13,079 56,645 56,078 55,518

削減目標▲1％ 削減目標▲1％

削減目標▲1％ 削減目標▲1％ 削減目標▲1％ 削減目標▲1％

削減目標▲1％ 削減目標▲1％

2,564

電力使用量の削減 kWh 8,901 2,287

ガソリン使用量の削減 ℓ 9,712

4.環境経営目標

環境目標 単位

基準年度 目標

2021年度 2022年1～3月
2023年1～3月

（試行期間）
2022年度 2023年度 2024年度

ℓ 11,790
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＊ エアコンの室内温度適正管理

（冷房28℃、暖房22℃　タイマー活用）

＊ エアコンフィルターの定期的な清掃

＊ 自然光、自然風の利用促進

＊ 照明器具の保守点検、清掃

＊ 未使用時の消灯・節電の徹底

＊ アイドリングストップ等省エネ運転の推進

＊ 建設機械は適正な回転数で運転する

＊ 適正な車両点検整備を実施

* 建設副産物や建設資材の運搬ルートを見直し運搬距離の短縮を図る

＊ 過積載防止の徹底

＊ マニフェストにより適正に処理を行う

＊ 分別を徹底し再利用を推進

＊ 節水の表示を行い社員の意識の向上に努める

＊ 洗い物はまとめて行う

＊ 事務所近辺の清掃活動に取組む（3回/年）

＊

＊ 排出ガス対策型建設機械を使用する

＊ 騒音・振動・粉塵対策を講じた施工を行う

＊ 建設現場の事前環境調査及び対策を行う

＊

社 会 貢 献 山 内 栄 治
工事現場は常に綺麗な状態を保つ

水 使 用 量 削 減

しっかりとした工程管理で常に工期の短縮に取組む

環 境 配 慮 山 内 雅 也

山 内 雅 也

山 内 輝 代

産業廃棄物再利用の推進

5.環境経営計画

（二酸化炭素排出量削減）

電 力 使 用 量 の 削 減
山 内 雅 也

山 内 輝 代

山 内 輝 代

山 内 雅 也

（二酸化炭素排出量削減）

ガソリン・軽油の削減

山 内 雅 也

山 内 輝 代

環境目標 担当者 環 境 活 動 計 画 の 内 容
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※ 購入電力の二酸化炭素排出係数は九州電力の2020年度調整後排出係数　0.479kg-CO2/kWh　を使用した。

※ 化学物質は使用しないので省略する。

※ 水使用量に関しては数量の把握が困難なため「節水に努める」ことを目標とする。

目標値

運用期間

2022年

1~3月
2023年1月~2023年3月

6.目標の実績

3ヶ月の運用結果（2023年1月～2023年3月）

項　目 単位

基準値 目標削減率

二酸化炭素排出量

ガソリン使用量の削減 ℓ 2,369

▲1％

電力使用量の削減 kWh 2,287 ▲1％

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 13,212

産業廃棄物

再利用
産業廃棄物のリサイクル ％ 100

86%ℓ 2,564 ▲1％軽油使用量の削減

▲1％

実績値
目標

達成率
判定

達成

2,264

2,345 1,633 144% 〇

95% ×

2,551 2,965 ×

2,381

13,079

〇

〇

〇

100

会社周辺の清掃 ー ー 〇

工事における苦情ゼロ

（騒音・振動）
ー ー

工期の厳守 ー ー

会社周辺清掃：3回／年 達成

12,579 104%

社会貢献

苦情のない施工を行う 〇

環境配慮

達成工期遅れゼロ

達成

節水に努める 達成

〇

節水 水使用量の削減 ー ー
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二酸化炭素の排出量削減

（ガソリン・軽油の削減）

現場が1現場から2現場同時施工になったことにより、ガ

ソリンの使用量が減り軽油の使用量が大幅に増えた。現

場の施工量に合わせ随時使用量の計画を行うようにし

たい。建設機械に関しては使用方法、点検等社員に周

知徹底を行った。

△ 継続実施する

環境配慮 〇

排出ガス対策型建設機械を使用し明示を行った。工期

がずれこまないよう、工事の段取りを適正に行い工期短

縮に務めた。騒音、振動、粉塵対策を適正に行った。

継続実施する

産業廃棄物再利用の促進 建設廃棄物の再利用を100％行った。 〇 継続実施する

水使用量の削減 節水を周知徹底し社員も進んで協力してくれた。 〇 継続実施する

社会貢献

今年最初の会社周辺の掃除は4月に予定している。年

に3回は社会貢献の一環として掃除を行う。工事現場

内は通行人が見て気持ちのいいように、常に整理整頓

を行った。

〇 継続実施する

3ヶ月の使用期間を終えてみて、月によりバラツキはある

ものの目標は達成することができた。残業を減らすことで

電力使用量が改善されることが成果として表れた。

〇 継続実施する
二酸化炭素の排出量削減

改善取組事項 評価

7.環境経営計画と取組評価、次年度の計画

結果 次年度の計画
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・ 収集運搬業務

・ 産業廃棄物の委託処理

・ 建設工事に伴い生ずる廃棄物の処理

・ 発注者への書面による計画説明・完了報告

・ 工事着手する日の7日前までに必要事項を都道県知事に届け出

・ 分別解体・再資源化促進・再資源使用

・ 排ガス対策型であることの確認

・ 知事へ7日前までに届け出

・ 作業敷地境界にて85デジベル以下

・ 知事へ8日前までに届け出

・ 作業敷地境界にて75デジベル以下

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反の指摘、利益関係者からの訴訟もありませんでした。

対象期間

※ 全体評価

環境経営目標はほぼ達成できており、環境経営システムは正常に機能している。

環境関連法規等の違反もなく、また苦情等もなくこのまま取り組みを継続していきたい。

※ 見直し結果

環境活動に取り込むことでエコ活動への意識が変化した。

このまま活動を継続しデータを蓄積して、見直しの必要性を判断したい。

令和5年4月7日 実施場所 本社事務所内 作成日 令和5年4月8日

参加者 社長・総務担当者 2023年1月～2023年3月 作成者 山内　輝代

該当工事無

排出ガス対策型建設機械普及促進規

定

騒音規制法
〇

〇

9.代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日

〇

適用される法規 適用内容

振動規制法
〇

〇

遵守状況

廃棄物処理法

〇

〇

〇

建設リサイクル法

該当工事無

該当工事無

環境関連法規等の遵守状況の確認

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
8.
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